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生柿 ･串柿 ･椿 ･紙などを生産し,飛騨や岐











































現在の下呂町 ･恵那郡北部 ･中津川市 ･加
茂郡東部｡明治20年～30年にかけて建てら
れた劇場型農村舞台が密集｡

































































































18) 前出 ｢再発見 明治の経済｣3-7ページ,の中で先
行する輸送ルートがなければ開港と同時の生糸輸出の急
増は考えられないと指摘している｡
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39) 三羽光彦,近代教育の形成と近世の学問 ･教養- 岐
阜県の東濃と西濃を比較して- ｢教職理論研究｣第12
号,1987年,62-63ページ｡更に東濃地方においては,
平田国学から啓蒙思想-,そして民権思想-と発展する
思想的背景もあったことが指摘されている｡
40) ここでは,狭義のコモンズすなわち,地域のコミュニ
ティによって所有され,管理 ･利用される資源の意味で
コモンズを使う｡
41) 角田一郎編 ｢農村舞台の総合的研究｣桜楓社,1971年,
582-589ページ｡
17
的財的側面に乗離するのが,農村舞台衰退の過
程である｡ しかし,ここでは,私的財的側面と
共同財的側面が混在する姿をみることができる｡
こうした文化発展のあり方は,現在の自治体の
文化政策に共同財としての文化,つまり住民に
よる参加と協同の枠組みを組み込むことの重要
性を示唆する｡
第3は文化圏についてである｡ 地域固有の文
化に,経済発展と交流が加わることで,新たな
文化が生まれることを劇場型農村舞台の歴史が
物語っている訳だが,経済的交流の強さと文化
的影響を強く受けた地域が重なり合うことや,
農村舞台の3つのタイプがそれぞれ群を成して
分布することから,文化圏というものの存在を
強く示唆される｡ 近世においては上方の,明治
になって横浜とのつながりが深まると東京の,
鉄道開通によって名古屋圏とのつながりができ
た戦後は名古屋の影響を劇場のつくり等から読
みとることができる｡つまり,文化圏と経済圏
は,情報や流通を介して重なり合っているので
ある｡ 農村舞台が多数ある岐阜県東濃地方,長
野県飯田地方,そして群馬,福島を繋ぐのは,
生糸とその流通ルートであるシルクロードであ
る｡ 明治初期までこれらの山間地域は馬背交通
で賑わい人々が多く行き交う地域であった｡ま
た,農村舞台と縁の深い産業としてもう1つ,
製紙業をあげることができる｡ 元結の2大産地
は飯田と伊予であるが,飯田の元結が歌舞伎の
掌に使用されていることは前述した通りである｡
生糸と和紙は,地域の産業や生活と芸術文化の
接点でもあったのである｡
しかし,こうした交流も地域固有の文化を発
展させる場合と消滅させる場合がある｡東濃地
方の地歌舞伎の演目は近世中期においては,そ
れぞれの地域に固有性があり,近世後期から明
治35年頃までは,東濃地方全体としては共通す
るが都市とは違う特徴があった｡ところが明治
30年 (1897年)代以降,製糸業の発展が地域分
化の方向に作用したこと,また明治35年 (1902
午)からは地歌舞伎を行うにも鑑札が必要に
なったこともあり地歌舞伎上演が途絶える時期
18 調査と研究
がある｡ それ以後は演目も多くは都市の大歌舞
伎と変わらないものになってしまうのである｡
つまり,自ら演じるという地域文化の継承が途
絶えた時,交流は文化の一般化と画一化をもた
らしている｡地域文化を継承しつつ交流すると
いうことは,現代における地域文化の課題でも
ある｡
また,この地方で新たな文化が生まれた事例
として更につけ加えるならば,中津川には,こ
の地方の地歌舞伎を措いた画家,中川ともがい
る｡ 中川ともの絵には地域固有の地歌舞伎が独
特の雰囲気で措かれているが,同時に世界的な
評価も受けている42)｡真に地域の人々の生活に
根ざした文化は交流の中で新たな文化を生む可
能性を秘めていると言える｡
第4には文化と経済を繋ぐ視点をどこに兄い
だすかという点についてである｡ 地域経済と文
化の関係は,地域固有の文化の継承と交流とい
う視点を持つことで,より明確になることが劇
場型農村舞台の考察から明らかである｡ こうし
た文化発展の枠組みは現代における課題でもあ
る｡
第5は,現代との関係である｡1980年代以降
文化ホールや美術館はどんな地方の小さな市町
村でも見られるようになった｡しかし,その多
くが住民の生活とは無縁のよそよそしいものに
なっている｡白川町の東座は80世帯が3000万円
をかけて補修をし,まわりには花の世話をする
人までいる｡そうした生活と不可分の熱意に支
えられてこそ地域文化の発展があるのではない
だろうか｡ここからは,自治体による文化支援
と同時に公共政策としての文化政策の中に共同
性を組み込むという枠組みが提起される｡大阪
42) 中川とも,1890-1982.歌舞伎絵は岐阜県美術館に展
示されている｡画集 ｢中川とも:天衣無縫の絵師｣岐阜
県美術振興会,1991年,等の画集もある｡
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府岸和田市では文化ホールの運営を市民の共同
組織に任せ,自治体はそれを支援するという実
験をすでにはじめている43)｡
以上が岐阜県の劇場型農村舞台の考察から得
られる結論と示唆であるが,この筋道はすでに
A･スミスが18世紀に提起した芸術文化と経済
の関係に関する洞察と驚くほど合致している部
分がある｡ スミスは芸術が民衆の生活と一体の
ものとして地域社会の共同財として発生し,そ
れが私的財と公共財に分化していく過程を示唆
した｡農村舞台の発生と発展,衰退の過程を検
討してみると,極めて類似した過程がみられる｡
農村舞台の衰退は大筋では共同財の公共財的側
面と私的財的側面への乗離として捉えることが
できるのである｡ この乗離により一面では,坐
活と不可分の娯楽は専門化して洗練されていく
というプロセスを辿る｡しかし,日本において
は芸術 ･文化の公共財的側面が長らく責任が暖
味なまま放置されたために,私的財的側面も採
算のとれる部分のみが生き残るという歪みを生
むことになった｡生活と芸術の再統合のために
は,芸術 ･文化の公共財的側面と私的財的側面
の再統合が必要であるが,その際,地域の固有
性を継承する共同性を現代的な形で公共政策の
中に組み込むことが今後の課題となるだろう｡
スミスの時代と全く異なる新しい傾向は,農村
舞台の様な共同財としての芸術 ･文化を新しい
技術や新しい社会制度の下でより高い次元で再
生しようとする動きが具体化してきていること
である｡ 産業社会においては,これらの課題や
新たな動きを地域社会における経済発展と文化
形成という文脈の中に位置づけて考えていくこ
とが重要である｡
43) 岸和田市では,1984年より市民参加によるホール運営
の実験を開始,1991年には岸和田市の3つのホールの市
民による運営を目指して ｢岸和田市市民文化事業協会｣
が結成された｡現在自泉会館の管理運営の一切を行って
いる｡自泉会館は岸和田紡績で財を成した寺田氏のサロ
ンとして昭和7年に建てられたスパニッシュ風の名建築
物で,昭和28年市に寄贈されたものである｡
